
ホワイエは舞台と同じ
大きさとし、リハーサ
ル室としても利用

市民展示、美術展、書
初め大会など中規模の
イベントに利用

産業展示、レセプショ
ンなど大規模のイベン
トに利用

祭りなど市民ホールか
ら野外客席まで一体と
なったイベントに利用

各室に特定用途だけを持た
せるのではなく、多様なス
ペースが交流広場に面して
顔を出し、賑わいを創出す
る諸室構成
を提案します。室名に

とらわれず、市民の目的に
応じて様々な使い方が可能
な施設のあり方は、市民の
アイデアを引き出すきっか
けとなります。

プロセニアム型ホールの基本性能を確保した上で、多様な利用がで
きるように、平土間＋ユニット式可動段床客席を採用します。
ホワイエや小ホール、屋外交流広場は、扉の開閉により一体化で
き、フレキシブルな利用を可能（災害時の一次避難場所としても有
効）とします。

交流広場を中心に、各施設に共通する諸室を隣接させ、利用効率、
相乗効果の向上を意図した構成を提案します。
交流広場に対して具体的にどのようにスペースを配置するか、実際
に利用される市民の方々のアイデアを取込むべく、設計初期段階か
らワークショップを企画します。

集客力のある図書館(一般
開架)を２階に配置。市民
センター(会議室・和室)を
隣接させることで、図書館
の管理区分内の学習室とし
ての利用が可能に。
図書館資料を活用した学習
が行われるなど相乗効果が
期待できます。

交流広場から市民活動が
｢見る｣｢見られる｣の関係と
なる諸室配置。市民ホール
と小ホール、多目的室を隣
接させ、芸術文化の創造・
地域活性化の拠点とします。
子育て支援と市民センター
(創作・調理室)、図書館
(児童開架)を隣接させ、世
代を越えた連携のしやすさ
を創出します。

＜図－７＞市民ホール：平土間＋可動客席による多目的ホール

＜図－６＞明るい一般開架室：書架とパソコンをハイブリッド利用しやすい

＜図－８＞駐車場側入口からみた交流広場

＜図－９＞交流広場からみた野外客席スペース

建物で終日影となる部分には融雪装置を設置 市民ホールのホワイエ機能
のみでなく、市民ホール、
小ホール、野外客席スペー
スと一体となった様々な利
用形態に合わせたフレキシ
ブルなスペース

芸術舞台から展示ホールへと多様な利用形態が可能と
なるように可変性のある客席を提案。ワークショップ
により市民と共動し、運用･活用方法を検討します
（チケット販売会社、企画運用会社の立上げ等）。

子育て支援施設と隣
接させ、子育て世代、
子どもたち、高齢者
等世代を越えた交流
ゾーン

歩車分離を考慮し、
敷地西面、北面を
駐車場として計画

同じような利用形態の居室を近接させ、
効率的に活用。壁面をガラス張りにして、
見る見られるの関係をつくり、交流広場
の賑わいを創出

子育て世代のベビーカーでの
来館を想定し、1階に配置。
交流広場に面し、賑わいのあ
る明るい雰囲気の開架室とし
ます。また、内部階段により
２階の一般開架と繋がり、親
子での利用に配慮

駅から当該施設へつながる
みちを緑豊かな歩道空間と
します。また、緑豊かな街
路空間で、６つの地域拠点
施設をつなげ、街並みの統
一感をつくります。

施設の前庭として市民
を迎え入れる広場。市
民ホール、野外客席ス
ペースと一体となった
様々なイベントが可能

雨水貯留層を設置し、
中水、散水として利用。
災害時の利用も想定

ホワイエ･前庭に面する壁を可動間仕切とし、自由度の高いスペースとし
ます。前庭に面するガラスを開閉することで、ホワイエ、野外客席スペー
スとの一体的な利用も可能（ＪＡ品評会、物産展など）

図書館との相互利用が可能。
扉の開閉により図書館管理
ゲート区域内とし、図書館
の学習室としても利用

交流広場の賑わいとは異なり、
静かな明るい開架スペース。
トップライト、ハイサイドラ
イトからのやわらかい間接光

１階の事務室とサービス
デスクバックスペースを
専用EV・階段でつなげ、
スタッフの連携に配慮

書架とパソコンをハイブ
リッド利用しやすい配置

交流広場から離れた緑地帯に汚水一時貯
留槽、排水桝を設置

回遊路に面した緑豊か
な落ち着いたスペース

単なる廊下ではなく市民
による発表の場。
小ホールが舞台となった
際のバックスペース

諸室管理がしやすいように中央に
配置。全体が見渡せ、全体の事務
室としてまとめることも可能

供給体制が整いつつある
を暖房熱源とします。
を併設することで、太陽エ

ネルギーを有効に採熱して高温水を作り
ます。 と組み合わせる
ことで、温暖化ガスの発生量を限りなく
ゼロに近づけることが可能です。
夏季は地下水による良質な地下熱を熱源
とし、合わせて
を行います。夜間には室内を外気で冷却
蓄熱する を採用しま
す。前述の太陽熱温水器と木質ペレット
ボイラー、さらには吸収式冷温水発生器
と組み合わせることで、100％自然エネ
ルギーによる冷暖房システム

が実現可能です。

課題解決型図書館として書架とパソコ
ン席を近い関係に。

音楽芸術舞台から地域産業品評会など
を行える多目的ホールを計画します。
可変性能のある座席、可動プロセニア
ムの採用により、空間的可変性の高い
ホール空間を実現します。
晴れの舞台としての劇場空間、日常と
は異なる高揚感を感じさせるホワイエ
空間を提案します。

市民の共同性のなかで誰かに見られる、
見守られるということが重要です。市
民の日常の活動自体が発表の場となる
ようなオープンな「交流広場」を計画
します。新しい市民活動が創造される
ために、諸室の組み合わせを市民と共
動して計画し、文化創造のストリート
として賑わいのある空間をつくります。

施設の前庭として、市民ホール、ホワ
イエ、小ホールを開放し、多目的なイ
ベントが交流広場と一体で開催できる
ように計画します。
市民が積極的に活用し、市民同士の交
流の場とするために、市民と共動して
計画します。

電力情勢は今後さらに厳しい状況になるものと予測されてい
ます。自然エネルギー利用に加え、 をはじめとす
る高効率機器、及び無駄を排除しエネルギー管理を行う自動
制御システム を採用します。停電対策として、
最小限の を設置します。

弊社設計事例

管理しやすい
事務室

オープンにできる
練習室

創作･調理室
子育て支援

市民ギャラリー

● 山なみに抱かれた文化交流の杜
・みんなでつくり、みんなが集まる大屋根
・尾去沢鉱山をシンボライズした緑青屋根
・旧関善周辺の景観スケールを反映した立面計画
・伝統文化財花輪ばやしを継承する二極の都市構造創造
　「あんとらあ」を対極として
● ゆるやかなゾーニング
・内外に渡る空間をわかりやすくつなげる交流広場
・多用途に使いこなせる諸室の配置
・市民共動による日常の舞台の実現

は主として と の二つのテ
ーマに集約されますが、類似施設のＬＣＣは一般的にランニ
ングコストがイニシャルコストの４倍を占めています。
イニシャルコストのみにとらわれず、自然エネルギーの活用
や断熱性能などの建物仕様を重視することで、

を目指します。
維持管理においては、可能な限り
とします。特にホール利用については、空調や照明など、
簡便に操作可能なものにします。

トップライト
自然換気




